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評 価 機 関 名

所 在 地

訪 問 調 査 日 平成 27 年 9 月 18 日

評価結果確定日

入居者様お1人お1人の個性を尊重し、その方のペースに合わせたケア
を行っております。外出活動においても、ドライブや散歩等は予定を
立てずに天気が良い時にその日その日で行い、又、同法人内のグルー
プホームと共同し、あじさいツアー、野球観戦など開催しておりま
す。施錠に関しましても、8：30～17：30までは開錠し、いつでも外
に出れる環境を作っております。

http://www.kaigokensaku.jp/

国道202号と西九州自動車道沿いに、住宅街に位置する２階建ての一
軒家である。法人内には介護老人保健施設・グループホーム・小規模
多機能施設があり、施設同士の交流の機会がある。事業所の理念に基
づき、ゆっくり・楽しく暮らすことができる、利用者の能力が最大限
に生かすことができるように生活の支援をしている。ドライブや散歩
の機会をつくり、地域や馴染みの人との結びつきを継続できるように
している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

グループホームほんわかハウス新館

所 在 地
（電　話）

福岡市西区今宿青木792-4

１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

施設独自の理念が具体的な内容で、地域
密着の視点を含み5項目ある。利用者の
ペースに合わせて声掛けや介護を行い、
理念の実践に取り組んでいる。理念につ
いて職員間で話し合う機会を随時つくっ
ている。

外部評価

散歩時には、ご近所の方と声を交わして
いる。近所に出来たカフェに入居者の方
と行っている。敬老会や夏祭り、餅つ
き、伊都キリスト教会の人を招いての歌
の会を実施しており、年に６回は地域交
流会を開き、町内会長や施設の方と情報
交換している。地域の夏祭りや買い物を
行っている。

項　　　　　　目

管理者と職員は理念を共有し、理念に基
づいたケアが実践できるよう話し合いの
場を設け、日々取り組んでいる。玄関内
に理念を閲覧出来るようにし、常に意識
する事を心掛けている。

町内会に加入しており、地域の清掃活動
や夏祭りに参加している。法人内の老健
の夏祭りに参加し、保育園児とふれあう
機会がある。近くのキリスト教会の人が
歌を歌いに来られたり、近所の人がいち
じくや手作りのマスコット人形を持参さ
れ、近所の人との交流がある。

２か月に１度運営推進会議を開催してい
る。ホームでの活動内容や現状報告、意
見交換を行い、サービスの向上に取り組
んでいる。

運営推進会議は2か月に1回開催してい
る。利用者家族・行政職員・地域住民以
外に地域にある他法人の小規模多機能施
設職員も参加している。利用者やサービ
ス内容の報告を行い、行事や催し物につ
いて等意見をもらっている。

市役所や地域包括支援センターには相談
や報告で連絡する機会がある。以前は公
民館でふれあいサロンをしていたことが
ある。

1

玄関・居室は日中は施錠していない。玄
関にチャイムはある。外出傾向がある利
用者は、本人の外出傾向を把握し他ユ
ニットと連携しながら、見守りや付添を
行っている。本人希望でサイドレールで
ベッドを取り囲む事例がある。身体拘束
の内部研修は年1回行っており、全員参加
をしている。

4

2

4

日中玄関の施錠はしておらず、利用者の
方は自由に出入りできるようにしてい
る。全職員、身体拘束について理解して
おり、拘束をしないケアの実践をしてい
る。年に１度勉強会も行っている。

3

ベッド柵を囲むことの悪循環を考え、本
人と共に検討し、囲む以外の方法を実践
してほしい。

5
地域包括センターや、福岡市の職員とも
連絡をとり、報告や相談をしている。

56

1

2

―3

年６回地域交流会を設けて現状等を共有
している。地域交流会を通じて、入居者
様の状況を報告し、又、地域で出来る事
はないか話し合っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

6

権利擁護制度に関して、契約時と必要に
応じて家族に説明をしている。成年後見
人制度について研修が年1回あり全職員参
加している。昨年は講師を呼んで内部研
修を行っている。

8
内部研修を行ったり、資料を回覧し、勉
強会を行い、職員全員の理解に努めてい
る。

7

ストレス軽減の為、職員同士話をした
り、適度に休みを取っている。年に１度
勉強会を開き、虐待防止に努めている。
入浴時に個々の体の痛み等も確認し、早
期発見に努めている。

10

利用者やご家族が意見・要望を言いやす
い環境にする為、普段から細目にコミュ
ニケーションを計り、信頼関係を築ける
ようにしている。来訪時に要望・苦情等
を窺ったり、家族会でも意見交換をして
報告を行っている。

7

日頃から声かけを細やかに行い、利用者
や職員の思いや要望を引き出せるように
心がけている。利用者が食べたい物を選
んでもらう、行きたい場所や買い物に行
く、等利用者や家族の意見が反映できる
ようにしている。

9

契約時には利用者、ご家族様の不安がな
いように十分な説明を行い、理解・納得
をして頂いている。後日分からない事が
あれば、いつでも相談に乗っている。

―

―

11
常日頃より職員間同士話し合う時間があ
る。提案をしている。時間があいた時に
運営面についての説明を行っている。

8

今回の自己評価は、職員全員の意見を出
し合って取り組んだ。管理者は常日頃か
ら職員に声かけをして意見を聴いてい
る。記録の場所や業務内容の見直し等職
員の意見を取り入れるようにしている。

12
職員の要望等も取り入れ、勤務表の作成
を行っている。人事考課も行い、賞与に
反映している。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

採用にあたり特別な選考等は行っていな
い。事業所の職員に関しては個々の能力
の把握に努め、長所を伸ばせるような支
援、指導を行っている。又、職員が意見
提案をしやすい環境作りに努めている。
配属に関しては、ユニットの状況等を考
慮している。

9

10

採用選考は法人で一括して行っている。
特定の理由で、採用対象からはずすこと
はない。定年は65歳で、希望あれば定年
後も仕事ができる。職員のスキルアップ
や希望で法人内の異動もある。資格所得
のため勤務や休みの配慮をしている。

全職員は人権に関する内部研修に参加し
ている。人権を大事にしたケアができる
ように取り組みを行っている。

15
職員の能力や勤務年数に合わせ、キャリ
アパスや勉強会を取り入れ、知識等、質
の向上に取り組んでいる。

―

14
年に一回、外部研修や内部研修を行い人
権について学ぶ機会を設けている。

13

17

ご本人の思いに寄り添い傾聴すること、
受容と共感の姿勢を大切にしている。入
居時に本人、ご家族の協力の基、困って
いる事や、不安な事をお聞きしケアに努
めている。

―

16
研修等の参加や、訪問して頂き情報交換
を行っている。

―

18

御家族の思いを傾聴し、受け止める姿勢
を大切にしている。御家族様がいつでも
相談できる雰囲気作り、話し易い関係作
りに努めている。又、ご家族様の要望も
取り入れアセスメントを行ってケアに活
かしている。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19
御家族・ご本人が困っている事・不安な
事を傾聴し、要望に沿った支援に努めて
いる。

―

21

ご家族来訪時には本人さんの近況報告は
勿論、ご本人の気持ちを代弁してご家族
に伝える等している。月に１度お便りを
出し、近況報告も行っている。電話が出
来る方には電話で話して頂いている。

20

普段より入居者様と共に家事や作業等を
行い、助け合いながら生活している。そ
の方の出来る事を見つけて一緒に行って
いる。出来る力を活かして生活して頂い
ている。

―

―

23

相性も考え、席やドライブの際のグルー
プ分けに配慮している。孤立しない様、
何人かで作業を行ったり、その際の席の
配慮もしている。

―

22
長年通っていた美容室で髪をカット出来
るよう支援していた。馴染みのある場所
へドライブに行っている。

11

利用者の馴染みの人や場所について、職
員は本人や家族から聴取して、関係が継
続できるように支援している。友人や知
人がみえたときに過ごしやすい環境をつ
くったり、電話を掛ける時の援助をした
りしている。なじみの美容室に行った
り、ドライブの時に利用者の家の側を通
るようにしている。

24
終了しても関係が途切れない様、いつで
も相談出来る事を説明している。又、そ
の後の状況等も連絡している。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

25

日頃より本人様のしたい事、思いを傾聴
している。一人一人の思いが把握できる
よう、関わりを多く持ち、常にご本人の
様子を観察している。常にご本人の希望
を窺いながら介助している。

12

職員は日々の関わりの中で、利用者への
声かけを丁寧に行い、希望や意向を把握
し、具現化するように努めている。意思
疎通が困難な場合は、利用者の表情や行
動から真意を推し測ったり、家族や関係
者から情報を得ている。本人の希望に
沿って、物品の購入やドライブ・外食な
どを行っている。

28

より良い生活が出来るよう、本人が困っ
ている事を理解し、ご本人・御家族の意
思を尊重している。職員間で相談しなが
ら計画を作成している。毎日より良いケ
アが行われているかケアプランチェック
を行い、月に１度評価を行っている。

27

生活記録・申し送りを通して職員間で情
報を共有している。その方に合った過ご
し方等を常日頃職員間で相談し合い、状
況の把握に努めている。

―

13

個別的で具体的な介護計画を作成してい
る。日々の関わりで得た本人や家族の意
向や希望を記録に残し、計画に反映させ
ている。アセスメントやモニタリングも
詳細で具体的である。見直しは6ヶ月毎に
行っているが、状況変化に応じてその都
度見直している。本人・家族から署名・
押印をもらっている。

29

日々の様子を記録に残し、情報を共有し
ている。記録を共有し、その情報等を基
にその方のアセスメントし、介護計画の
見直しを行い実践に活かしている。

―

30
ご本人、ご家族の要望に沿ってケアに活
かしている。

―

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

御家族、本人様との会話の機会を多く持
ち、把握に努めている。御家族やご本人
の協力を基にアセスメントを行い把握に
努めている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

各自マニュアルを読み、理解している。
不安な事、分からない事は何回も確認を
するようにしている。年に一度緊急時の
勉強会を行っている。

本人や家族の納得するかかりつけ医の受
診を支援している。医療連携日報という
独自の書式を作成し、医療機関との連携
をスムーズに行う工夫をしている。通院
介助の方法や情報伝達の方法について
は、入居時等に話し合いをしている。

重度化や終末期のあり方について、事業
所の対応方針があり明文化している。本
人や家族の要望を記載する「要望書」を
作成している。利用開始時や折に触れて
家族への説明を行い、関係者全員で方針
を共有している。状況変化に応じて話し
合いも行っている。

36 ―

15

33 ―

35

入居時にも要望を窺い要望書を作成し、
ご本人、家族への了解を得ている。又、
重度化した場合には、その都度要望を窺
い、希望に沿う様努力している。

32

かかりつけ医の受診支援、２週間に１度
行っており、病状により医師より他科受
診の勧めがあった時は、ご家族に報告
し、適切な医療機関に受診出来るよう支
援している。

34

入院時には細目に病院へ連絡又は、訪問
し、調子を窺い看護師や相談員、主治医
と退院の日程、今後の予定の話をしてい
る。

14

体調不良の際は看護師に連絡し、指示を
仰いでいる。様子について細目に連絡を
取り合っている。服薬についても連携し
相談している。受診の調整も行ってい
る。

―

31
地域資源の把握をし、ご本人様が不快な
く、楽しく安全で豊かな暮らしが出来る
支援している。

―
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

38

入浴・排泄等の際にはカーテン、タオル
等を使用し、プライバシー保護に努めご
本人が気分を害されないような声掛け、
対応を心掛けている。記録、個人情報の
管理には注意を払っている。

17

利用者に対する職員の言葉かけや対応は
優しく温かみがある。特に入浴や排泄の
際は、プライバシーに配慮した声かけや
対応に努めている。記録や個人情報の管
理は徹底していて、内部研修により職員
の意識向上を図っている。

42

39

出来る限りご本人の意思を大事にして頂
く為、洋服を選んで頂いたりと自己決定
の場を設ける様、声掛けにも工夫してい
る。

―

41
起床時、外出時の洋服選び、お化粧を希
望される方には支援している。

40

「眠たい」と言われる方は時間をずらし
て起床して頂いている。「お腹が空いて
いない」と言われる方には食事時間をず
らしたり、ご本人が食べたいものを提供
している。一人一人にあった環境作り、
自己決定を大事にしている。

―

―

準備や片付けができる利用者は職員と共
に行っている。食事介助が必要な利用者
が多いため、職員と利用者が一緒に食事
をすることは難しいが、声かけを行い、
楽しく食事ができる雰囲気づくりを大切
にしている。個人の嗜好に配慮し、旬の
食材を取り入れている。イベントや行事
食の工夫もある。

旬の食材を取り入れて献立を立ててい
る。個人の好き嫌いを把握し、嫌いな物
の時は別の物を提供している。盛付け
や、食事作りもして頂いている。個別に
食事形態を考え提供している。お弁当の
際には何か食べたい物をお聞きしてい
る。

18

マニュアルを作成し、年2回の避難訓練を
行っている。それ以外にも小規模の避難
訓練や防災訓練を頻繁に行っている。消
防署の協力や地域住民に呼びかけもして
いる。非常用備品も準備し、事業所内に
保管している。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

年に二回消防訓練を実施し、消防署立ち
合い、地域の方とも交流をしている。ほ
ぼ毎日防災訓練の勉強をしている。小規
模避難訓練を出来る時に行っている。

37 16

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

45

一人一人排泄のパターンを把握し、トイ
レの声掛けを行っている。立位が困難な
方はご本人の負担にならない様、職員二
人介助で支援している。体調にも配慮し
ながらトイレでの自立支援を行ってい
る。足の悪い方にも出来る限りトイレに
座って頂いている。

薬の副作用が原因となる事があるので、
薬についても確認を行っている。ご本人
にお腹の不快は無いか窺い、必要に応じ
て薬を服用してもらっている。便秘気味
の方には個別にヤクルト・ヨーグルトも
提供している。野菜を多く取り入れたメ
ニューも考えている。

―

20

46

47

本人の希望にあわせて入浴支援を行って
いる。入浴が好きな利用者は毎日入って
いる。拒否する利用者に対しては、言葉
かけを工夫したり、対応する職員を変更
して、無理なく入浴が楽しめるように支
援している。

43

毎日の食事量を記録している。召し上が
られない時は補助食を提供している。お
茶を飲まれない方にはゼリーで提供して
いる。嫌いな物がある時は他の物を提供
したり、その方に合った食事量も調整し
ている。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、声
かけや介助を行っている。本人が負担に
ならない形で介助できるように配慮して
いる。尿意のない利用者の場合は時間を
見計らって誘導している。おむつやパッ
ト類も使用しているが、できる限りトイ
レで排泄できるように支援している。

―44

その方に合わせて口腔ケアの支援を行っ
ている。ケアプランチェック表に○×を
記入し、忘れがない様にしている。ご家
族やご本人の要望により週に１度かかり
つけの歯科に診て頂いている。

体調に配慮しながら入浴して頂いてい
る。ご本人の要望に合わせて入浴して頂
いている。

19

48

夜間安眠出来るよう、日中の活動を出来
るだけもつようにしている。（新聞、洗
濯たたみ、タオル巻等）又、その方の状
況に合わせ、昼間でも横になって頂いて
いる。

―

―
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

その方の薬の内容を把握し、正しく服用
出来るよう支援している。週に一度薬剤
師の訪問にて居宅療養管理指導を受け、
薬の用法、作用等更に理解出来ている。
薬が変わった際には主治医へもその後の
変化を報告している。

―

52
立替えで欲しい物や必要な物は購入して
頂いている。お財布を預かっている方に
は確認等の説明をしている。

53

希望をされる時は、電話でお話しできる
よう支援している。２か月に一度写真を
付けたお便りをご家族へ送付し、近況も
お伝えしている。

50

生活歴や力を活かした役割、楽しみごと
や気分転換できる事など支援している。
入居時に生活歴等をお聞きし、それを参
考にケアに活かし、又、半年に一度アセ
スメントを行いその方に合ったケアを実
践している。

―

51

―

―

54

玄関に季節の花を飾っている。季節を感
じて頂ける様飾り付けをしている。和室
に入居者の方と一緒に作成した貼り絵等
を掲載し季節を感じて頂いている。入居
者様が不快に思わない生活空間作りに配
慮している。

22

季節の花を飾り、暖かみがある利用者と
共に作成した貼り絵や、近所の方が持っ
てきて下さった手作りの小物などが飾ら
れ、和やかな雰囲気である。音の大きさ
や光の強さも配慮している。廊下にはソ
ファや椅子を配置し、一人でゆっくり過
ごすこともできる。

21
ドライブ、散歩、買い物、外食に出掛け
る機会を作り、支援している。

利用者一人一人の希望に沿って、散歩・
外出・買い物・ドライブを頻回に行って
いる。野球や相撲観戦、季節の花見、遠
出のショッピング等も行っている。

49
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

利用者が長年使用していた馴染みの家具
を持ち込み、家族写真や好きな野球選手
のポスターを飾っている。人形やぬいぐ
るみ、思い出の品等を飾り、利用者の個
性が感じられる居室である。

―57

廊下には手すり等も配置しており、居室
内でも手すりが必要な方は配備してい
る。日付も分かるように大きくリビング
に設置している。

56

55 ―

23

居心地良く過ごせるよう、席の配置を考
えている。テレビに背を向けた席におら
れる方はテレビ体操をして頂く際、椅子
を回転させて観て頂いている。廊下に椅
子やソファーを設置し、休んで頂いてい
る。リビングでテレビを観たい方には自
由にチャンネルを変えて頂いている。

安全に動けるよう配置を考えている。御
家族の写真や好きなポスター等を飾って
もらっている。歩行し易いようにその方
に合ったベットに配置を検討している。
入居時にその方の馴染みの物を持ってき
ていただいている。
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3
運営推進会議のお誘いや地域の方からの相談
等行っている。

5

2
地域の清掃に参加している又、町内会にも加
入し当番制にも参加している。

1

6

4

勉強会で理念等の認識を行い実践に繋げてい
る。又運営規定を置きスタッフがいつでも見
る事ができるようにしている。

4 ２か月に１回行っている。3

ご本人様の意思を伺い行動を共にしたり寄り
添うことにより安心感を持って頂いている。
その為日中の玄関の施錠はしていない。いつ
でも外に出られるよう環境作りしている。

5

地域交流会への参加を町内会長、老人会長、
ボランティア、家族、包括支援センター等へ
促しハウスでの生活実情や取組みを説明して
いる。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7
勉強会を行い虐待について学び職員間で相談
を行うなどして防止に努めている。

12
年２回人事考課を行い自己評価を行ってい
る。課題や目標を立て向上心を強めている。

―

10
家族来訪時に尋ねられたことも職員間で申し
送り行っている。又、家族会を設け意見交換
を実施している。

7

11
業務ケア、運営面においても普段から実践出
来ている。

8

6

9
入居前に十分な説明を行い納得されてから入
居の手続きを行っている。

―

8

権利擁護に関する制度について職員間で理解
して頂く為に、資料を回覧出来るよう設けて
いる。契約の際、ご家族に説明させて頂いて
いる。グループホーム内で勉強会を行い、ス
タッフが学ぶ場を設けている。

―
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17
入居時、不安になられておられる時は様子、
言葉、話しの中より不安を聞き取り少しでも
安心できる環境や関係づくりに努めている。

―

18
来訪時に様子の報告を行い、ご家族のお話を
伺うなどより良い関係づくりに努めている。

―

15

勉強会を行いケアの質の向上に努めている。
又、外部研修に参加しフィートバックしなが
ら職員のケア等の向上に努めている。その都
度、注意、その促しを行い教育実践出来てい
る。

―

16 研修等で情報交換等行っている。―

14

人権教育・啓発活動等も講習会に参加し、職
場内での勉強会も行っている。資料の回覧や
ミーティング等で全職員にフィードバックし
ている。

13

採用にあたり、特別な選考等は行っていな
い。事業所の職員においては、個々の能力の
把握に努め、長所を伸ばせるような指導・支
援を行っている。ユニットのバランス・状況
を踏まえ行い、人事の異動も必要に応じて
行っている。

9

10
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24 契約が切れても相談など受けている。―

22

個別支援として、行きたい場所、会いたい人
に合えるよう同行している。御家族に相談し
協力得て、本人が行きたい場所には同行し、
会えない時には、電話を掛けたり、掛けて頂
いたりしている。来訪時、意思疎通が困難な
場合、スタッフが同席している。

11

23
各自にあった作業（洗濯干し、たたみ、野菜
切り、皮剥き）など皆で助け合う様に努めて
いる。

―

21
来訪時された際は必ずご家族様との談話を大
切にしている。月に１回写真を添え日頃の様
子等を手紙にて報告行っている。

20

一緒に買い物に行ったり食事の準備、作業を
行ったりしている。他入居者様とレクを楽し
んで頂いている。又、季節の行事にも出かけ
ている。

―

―

19
ご本人や家族の意向、要望、思いを聞き入れ
アセスメントを作成しケアプランを作ってい
る。

―
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

御家族やご本人との会話の中より、これまで
の暮らし方や生活環境、好みなどをお尋ねし
把握に努めている。

25

否定せず、まず傾聴し一人ひとりが満足出来
る様、努めている。又、日々のご本人との会
話を行うことにより希望や意見を聴けるよう
に努めている。

12

―

29
ケアプランチェック表や記録に記入し気付き
や工夫を見直しに活かしている。

―

30
現在の介護計画にとらわれず、その都度生ま
れるご家族、ご本人の希望、課題に対応し、
柔軟な支援やサービスに取り組んでいる。

28

ご本人がより良く生活出来るように課題とケ
アの在り方についてご本人、家族、必要な関
係者と密に情報を交換し、現状に即した介護
計画を作成している。半年に一度見直しして
いる。

27

日々の様子や心身の状態を個人記録に残して
いる。毎朝、血圧、検温行い状態把握に努め
ている。又、睡眠、排泄、食事量のチェック
表を作成し記録に残している。

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31
地域交流会を通して、その資源を把握しなが
ら、ご本人が参加でき豊かな生活が出来るよ
う支援している。

―

32

受診、往診時に近状の状態等の報告を行って
いる。又、医療連携日報に日々の状態を記入
しドクター、ナースとの連携を図っている。
状態に変化がみられた際は、その都度、報告
行っている。

34

ご本人が安心して治療できるように病院と密
に連絡をとる事に努めている。救急搬送に関
する意思確認書を作成し家族の要望を伺って
いる。

14

33
受診日以外の時も状態の変化が見られた時は
報告し指示をあおいでいる。

スタッフは急変や事故に備え勉強会、研修に
参加している。又、対応マニュアルを作成し
備えている。

35
ご本人の状態の変化（重度化）時にご家族と
ドクター、職員とでお話しをし終末期におけ
るケアも意向に添って行っている。

36 ―

15

―

―
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福岡県　グループホーム　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年に２回消防訓練を行い地域の方々にも参加
して頂き気付きやアドバイスを貰っている。
又、年に１回は消防暑員の立ち合いのもと
行っている。

16

―

日々の会話の中やテレビ等にて観る季節に
そったものや好みの物など献立に入れるなど
して食べて頂いている。

18

41

要望がある時は、希望の美容室へ行って頂い
ている。以外の方は、二ヶ月に一回訪問美容
室を利用して頂いている。何を着たいか伺っ
たり、洋服を見て選んで頂いている。

40

ご本人の体調や様子をみながら、その方の
ペースにて過ごして頂いている。又、ご本人
より希望があれば出来るだけ希望に添った支
援を行っている。

―

42

38

ご本人の誇りやプライバシーを損なわないよ
うな声掛けやケアを行っている。(自分にお
きかえて自分がされた場合など考えてケアを
行っている）

17

39

入居者の方の理解力に応じて、短い言葉や動
作での声掛けを心掛けている。又、2～3の選
択肢の中から選んで頂くような工夫をしてい
る。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44
食後、就寝前に口腔ケアを行っている。又、
歯科往診にて診て頂いている。

48
夜間の睡眠状態などにより声掛け行ったり覚
醒を促している。夜間の巡視時、呼吸、室温
確認行い調節行っている。

43

一人ひとりの状態により食事、水分の形状を
変えるなどして提供している。きざみ食、
ペースト食など、又、水分はその方の様子に
てトロミ剤を使用したりゼリーにして摂って
頂いている。

ご本人の希望に添って入浴して頂いている。
又、状態や様子により洗髪、洗身などの介助
や一部介助を行っている。

1945

排泄表を確認しご本人よりトイレの訴えがみ
られない時は声掛け行い誘導を行っている。
トイレの訴えがなくても落ち着かれない様子
がみられる時もトイレ誘導を行っている。

こまめに水分を摂って頂きテレビ体操などに
参加していただいている。

―

20

46

47

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

季節の花や装飾を飾り、廊下に歌や写真等を
飾っている。テレビの音や、スタッフの声、
風、光、温度の調節を常に行い、生活しやす
い環境作りに努めている。

22

53

電話は、自由に使用出来る所に設置してい
る。「電話をしたい」と、希望があれば受話
器をお渡しし、「掛けて欲しい」と言われた
時は、代理で話をしたりしている。又、手紙
を書く方には、スタッフがハガキを購入し投
函する。

52

今現在、現金を持たれている入居者様はいな
い。外出時必要な時は、お渡ししている。会
計時は見守りし、金額や残金の確認を行い、
出納帳に記入し、レシートを貼っている。御
家族にもレシートのコピーをお渡ししてい
る。

51

―

21

入居者様に希望を伺ったり、声掛けして散
歩、買い物、ドライブ等の支援を行ってい
る。買い物は入居者様と一緒に行くよう心が
け、商品を選んで頂いている。季節行事を踏
まえて、桜見物、野球観戦、祭り等で外出し
た時には、途中で食事、おやつを食べて楽し
んで頂いている。

50

生活歴やバックグラウンドを把握し、その方
の有する能力に合わせた役割を見つけ支援し
ている。一緒に家事、買い物、ドライブ等入
居者様が生活を楽しめるよう支援している。

―

49

処方箋はスタッフが管理し、受診や往診時、
確認し情報を共有している。薬変更時や状態
に変化があった時は、一日数回のバイタル
チェックを行い、身体観察している。服薬が
困難、拒否がある方には、医師の指示のもと
薬を潰したり、蜂蜜を混ぜて提供している。
月に二度居宅療養管理指導を行ってもらって
いる。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

廊下、トイレ、浴室は手すりを付け、車イス
の方が通りやすいよう通路を広くし、身体機
能を配慮し座りやすい席について頂いてい
る。足元に物を置かないよう安全かつ、自立
した生活が送れるよう努めている。

56

55 ―

23

席の配置は、入居者同士の相性等考慮して決
めている。ソファーにて歌を歌われたりもさ
れる。一人になりたい方には見守りを行う
が、孤独にならないよう声掛けをしている。
廊下や玄関にも椅子があり、好きな場所で過
ごせるようにしている。

―

入居の際に、ご本人が使い慣れた物、タン
ス、思い出の品等を持って来て頂き、安心出
来る生活空間になるようにしている。動線に
も配慮しながら、物を置き、採光や空調管
理、生活音などにも考慮し、居心地が良い空
間を作っている。
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取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　ほんわかハウス新館（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成27年11月26日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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